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Yamakawa N, Yagishita N, Matsuo T, Yamauchi J, Ueno T, Inoue E, Takata A, Nagasaka M, Araya N, Hasegawa D, Coler-
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泌尿器科学分野
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Araki K, Miyata Y, Ohba K, Nakamura Y,Matsuo T, Mochizuki Y, Sakai H: Correction: Oral Intake of Royal Jelly Has
Protective Effects against Tyrosine Kinase Inhibitor-Induced Toxicity in Patients with Renal Cell Carcinoma: A
Randomized, Double-Blinded, Placebo-Controlled Trial. Medicines, 2019, 6, 2. Medicines (Basel) 7(11): 71, 2020. doi:
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Miyata Y,Araki K, Ohba K, Mastuo T, Nakamura Y, Yuno T, Mukai Y, Otsubo A, Mitsunari K, Mochizuki Y, Sakai H:
Erratum: Oral intake of royal jelly improves anti-cancer effects and suppresses adverse events of molecular targeted therapy
by regulating TNF-α and TGF-β in renal cell carcinoma: A preliminary study based on a randomized double-blind clinical
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Yuno Y, Miyata Y, Mukae Y, Otsubo A, Mitsunari K, Matsuo T, Ohba K, Sakai H: Mechanisms Underlying the Inhibition
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Mastuo T, Miyata Y, Yuno T, Mukae Y, Otsubo A, Mitsunari K, Ohba K, Sakai H: Molecular Mechanisms of the Anti-
Cancer Effects of Isothiocyanates from Cruciferous Vegetables in Bladder Cancer. Molecules  25(3): 575, 2020. doi:
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Matsuo T,Miyata Y,Mitsunari K,Ohba K, Sakai H: Long-term outcomes of patients with locally advanced bladder cancer
that underwent intra-arterial chemotherapy with/without radiotherapy for organ preservation. J. Clin. Oncol. 38(6):  2020.
(IF: 44.544)

Ohtsubo A, Oshiro T, Kimura R, Miyazato M, Matsuo T, Miyata Y, Sakai H: OXIDATIVE STRESS INDUCES
DETRUSOR UNDERACTIVITY AND URETHRAL DYSFUNCTION IN AGING RATS. J. Clin. Oncol. 203: E533-E534,
2020. (IF: 44.544)
Ohtsubo A, Matsuo T, Mukae Y, Mitsunari K, Ohba K, Miyata Y, Sakai H: PREOPERATIVE NUTRITIONAL STATUS
OF TRANSURETHRAL LITHOTRIPSY AFFECTS DEVELOPMENT OF POSTOPERATIVE SYSTEMIC
INFLAMMATORY RESPONSE SYNDROME. J. Clin. Oncol. 203: E275, 2020. (IF: 44.544)

Mukae Y, Miyata Y, Ohtsubo A, Yuno T, Mitsunari K, Matsuo T, Ohba K, Sakai H: KIBRA AND PHOSPHORYLATED
LATS-2 ARE NEGATIVELY ASSOCIATED WITH MALIGNANT AGGRESSIVENESS AND ARE PROGNOSTIC
INDICATORS IN PATIENTS WITH RENAL CELL CARCINOMA. J. Clin. Oncol. 203: E113-E114, 2020. (IF: 44.544)

Miyata Y, Yuno T, Mukae Y, Mitsunari K, Matsuo T, Ohba K, Sakai H, Otsubo A: INHIBITION OF E-TYPE
PROSTANOID RECEPTOR 1 INHIBITS THE MALIGNANT POTENTIAL OF PROSTATE CANCER CELLS IN AN
ANIMAL MODEL. J. Clin. Oncol. 203: E560, 2020. (IF: 44.544)

Miyata Y, Ohba K, Matsuo T, Mitsunari K, Sakai H: A randomized, double-blinded clinical trial of royal jelly intake for
anticancer effects and suppressing adverse events in renal cell carcinoma patients treated with tyrosine kinase inhibitors. J.
Clin. Oncol. 38(6):  2020. (IF: 44.544)
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望月 保志,計屋 知彰,大庭 康司郎,宮田 康好,酒井 英樹: 【副甲状腺外科治療を極める】二次性副甲状腺機能亢進症

の治療変遷と外科治療. 日本内分泌外科学会雑誌 37(4): 237-241, 2020.

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

酒井英樹・教授 代議員 日本泌尿器科学会

計屋 知彰,酒井 英樹: 【副腎皮質疾患】長崎大学における副腎皮質癌の診療の実際 泌尿器科の立場から. 日本内

分泌外科学会雑誌 37(4): 276-281, 2020.

宮田康好,松尾朋博,光成健輔,大庭康司郎,酒井英樹: 進行性尿路がんの2次治療における地域の医療・福祉サービ

スとの診療連携の有用性:生命予後やQoLへの影響. 泌尿器科紀要 66(4): 107-113, 2020.

望月 保志,大庭 康司郎,宮田 康好,酒井 英樹,大野 慎一郎,日高 匡章,江口 晋8: 複合臓器移植の経験と泌尿器科医の

役割. 西日本泌尿器科 82(3): 350-356, 2020.

酒井英樹1: 【前立腺がんの過剰診断・過剰治療の解決策】日本人の前立腺がん　罹患率と死亡率の動向. 泌尿器

科 11(1): 1-6, 2020.

計屋 知彰: JOURNAL IN JOURNAL-Focus On Your Direction-泌尿器科専門領域の最新情報(vol.5) 副腎腫瘍 褐色細

胞腫の診断と治療. Uro-Lo: 泌尿器Care & Cure 25(6): 864-867, 2020.

中村裕子, 岡田みずほ, 小渕美樹子, 志田洋平, 酒井英樹: JOURNAL IN JOURNAL-Focus On Your Direction-泌尿器

科専門領域の最新情報(vol.5)　副腎腫瘍　副腎腫瘍手術患者の看護　病棟看護師の役割. Uro-Lo: 泌尿器Care &
Cure 25(6): 868-873, 2020.

計屋 知彰: 【前立腺癌治療の合併症・副作用マネージメント】骨修飾薬 投与前の注意と投与中の副作用対策.
Prostate Journal 7(1): 76-79, 2020.

酒井英樹4: 【泌尿器科診療の最新スタンダード-平成の常識は令和の非常識】内分泌疾患　原発性アルドステロ

ン症. 臨床泌尿器科 74(4): 190-193, 2020.

松尾 朋博,大坪 亜紗斗,迎 祐太,湯野 努,光成 健輔,大庭 康司郎,宮田 康好,酒井 英樹: 【夜間頻尿治療の最先端】夜

間頻尿の治療 行動療法に関する最前線. 日本排尿機能学会誌 30(2): 107-113, 2020.

松尾朋博,宮田康好,酒井英樹: これが最新版!過活動膀胱のトリセツ〈過活動膀胱の治療と問題点〉行動療法. 臨床

泌尿器科 74(8): 570-574, 2020.

計屋 知彰,酒井 英樹: 【前立腺癌の薬物療法:ホルモン感受性癌から去勢抵抗性癌まで】新規ホルモン治療薬.
Prostate Journal 7(2): 171-175, 2020.

志田洋平, 酒井英樹: 【前立腺肥大症の新しい外科的治療の選択肢】前立腺肥大症の下部尿路症状に対する経尿

道的水蒸気治療. 泌尿器科 12(4): 396-400, 2020.

大庭 康司郎,酒井 英樹: 各科(外科、婦人科、泌尿器科)における側方リンパ節(骨盤リンパ節)郭清意義と実際 泌尿

器癌に対する骨盤内リンパ節郭清の意義と実際. 日本外科系連合学会誌 45(5): 569, 2020.
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酒井英樹・教授 理事 西日本泌尿器科学会

酒井英樹・教授 理事 日本内分泌外科学会

酒井英樹・教授 疾病・障害認定審査会臨時委員 厚生労働省

3 



競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

酒井英樹・教授 代議員 日本泌尿器内視鏡学会

酒井英樹・教授 国民健康保険診療報酬審査委員 長崎県

酒井英樹・教授 会長 長崎県腎不全対策協会

酒井英樹・教授 移植医療推進協議会委員 長崎県

宮田康好・准教授 代議員 日本泌尿器科学会

酒井英樹・教授 評議員 (公財)長崎県健康事業団

酒井英樹・教授 理事 NPO法人 前立腺がん検診推進ネットワーク

宮田康好・准教授 プログラム委員 前立腺研究財団

宮田康好・准教授 Editorial Board Oncology Letters

宮田康好・准教授 評議委員 西日本泌尿器科学会

宮田康好・准教授 査読委員 西日本泌尿器科学会

宮田康好・准教授 評議委員 泌尿器・分子細胞研究会

大庭康司郎・講師 日本泌尿器内視鏡学会会誌査読委員 日本泌尿器内視鏡学会

大庭康司郎・講師 学術評議員 腎癌研究会

大庭康司郎・講師 代議員 日本泌尿器内視鏡学会

大庭康司郎・講師 評議員 西日本泌尿器科学会

宮田康好・准教授 Editorial Board Molecular and Clinical Oncology

宮田康好・准教授 Guest Editor Molecules

宮田康好・准教授 理事 九州連合地方会

大庭康司郎・講師 日本癌治療学会会誌査読委員 日本癌治療学会

宮田康好・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「腎癌にお
ける逐次交換療法における効果予測モデルの
構築：免疫複合体に注目した検討」

宮田康好・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「腎癌にお
けるフェロトーシスの分子機構の解明と新た
な治療戦略の構築」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

酒井英樹・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費補助金 基盤研究(C)「イムノコン
プレキソーム解析法を用いた去勢抵抗性前立
腺癌特異的病態関連因子の検討」

宮田康好・准教授 勇美記念財団 代表
在宅診療が感染症パンデミック時における進
行がん患者の外来化+C66+C79
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その他
　非常勤講師

宮田　康好・准教授 山田養蜂場
ロ－ヤルゼリー内服が血液透析患者の血管内皮細胞機能
に与える
影響に関する臨床研究

宮田康好・准教授 日本学術振興会

代表
科学研究費補助金：基盤研究C「腎癌幹細胞に
癌周囲微小環境変化が与える影響の解析：新
たな治療戦略の開発を目指 して」

宮田康好・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「膀胱癌の
新たな診断法と治療の開発に向けたセルロプ
ラスミンの病理学的意義の解明」

宮田康好・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「腎癌幹細
胞に癌周囲微小環境変化が与える影響の解
析：新たな治療戦略の開発を目指して」

宮田康好・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「イムノコ
ンプレキソーム解析法を用いた去勢抵抗性前
立腺癌特異的病態関連因子の検討」

松尾朋博・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「膀胱癌の
新たな診断法と治療の開発に向けたセルロプ
ラスミンの病理学的意義の解明」

大庭康司郎・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「腎癌にお
ける逐次交換療法における効果予測モデルの
構築：免疫複合体に注目した検討」

大庭康司郎・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「腎癌にお
けるフェロトーシスの分子機構の解明と新た
な治療戦略の構築」

分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「免疫学的
プロファイリングによる間質性膀胱炎の病態
解明と新規診断ツールと治療法開発」

大庭康司郎・講師 日本学術振興会

松尾朋博・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「免疫学的
プロファイリングによる間質性膀胱炎の病態
解明と新規診断ツールと治療法開発」

大庭康司郎・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「免疫学的
プロファイリングによる間質性膀胱炎の病態
解明と新規診断ツールと治療法開発」

松尾朋博・助教 厚生労働省 分担

厚労科研費「HAMならびに類縁疾患の患者レジ
ストリを介した 診療連携モデルの構築による
ガイドラインの活用促進と医療水準の均てん
化に関する研究」

相良祐次・客員研究
員

日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「膀胱癌の
新たな診断法と治療の開発に向けたセルロプ
ラスミンの病理学的意義の解明」

松尾朋博・助教 厚生労働科学研究費補助金 分担
「HAM・HTLV-1陽性難治性疾患の診療ガイドラ
インに資する統合的レジストリの構築による
エビデンスの創出」

光成健輔・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「腎癌にお
ける逐次交換療法における効果予測モデルの
構築：免疫複合体に注目した検討」

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名
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　学術賞受賞

大坪亜紗斗・医員 非常勤講師（疾病論Ⅳ（腎・泌尿器）） 長崎市医師会看護専門学校第２看護学科

迎　祐太・医員 非常勤講師（疾病論Ⅳ（腎・泌尿器）） 長崎市医師会看護専門学校第２看護学科

望月保志・准教授 非常勤講師（疾病論Ⅴ（泌尿器科）） 長崎市医師会看護専門学校第１看護学科

中西裕美・助教 非常勤講師（老年医学（泌尿器科）） 長崎医療技術専門学校

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

宮田康好・准教授
第72回 日本泌尿器科学会西日本
総会「学術奨励賞」

西日本泌尿器科学会
歯周病が尿路癌の病理学的特
徴や予後に与える影響：　酸
化ストレスとの関連
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